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ネットトランザクションソリューション
碓氷　明寿

インターネット上の商取引は急速に拡大しており，2000

年から2001年にかけて，企業消費者間取引（B2C）市場

規模で80％，企業間取引（B2B）市場規模で60％拡大し

た1）。その背景として，インターネット接続可能な携帯電

話の爆発的普及，家庭インターネット接続のブロードバ

ンド化，常時接続の急速な普及拡大，企業によるネット

ビジネスの拡大，業務効率アップのためのインターネッ

ト利用の拡大などが挙げられる。

本稿では，このような環境変化に対して，インターネッ

ト上でのトランザクション処理のための新しいインフラ

の必要性を示し，それに対応するための当社のソリュー

ションを説明する。

企業はインターネット利用による既存ビジネスのさ

らなるスピードアップとリスク削減によって収益の最大

化を目指している。

（1）ビジネスのスピードアップとリスク削減
●TAT（ターン・アラウンド・タイム）の短縮

商取引する際の，商品の選択から注文・配送・支払の

各プロセスのTAT短縮と，各プロセスを円滑に連携する

ことによって1つの商取引の処理時間を短縮する。
●サイクルタイムの短縮

全世界にまたがる取引企業と設計文書等をインターネッ

トで即時に交換することにより，製品やサービスの企画

から設計・開発・生産から出荷までの，商品化サイクル

タイムを大幅に短縮する。
●売掛債権の回収リスク低減と，売掛金回収期間の向上

製品やサービスの売掛債権の回収期間を短縮すること

により，運転資金の効率化を図る。
●在庫リスクの削減

消費者の注文状況や取引企業の発注量を短時間に分析・

予測し，その結果を，生産・在庫処理システムにタイム

リーに反映させることにより，無駄な在庫を抱えるリス

クを低減する。

（2）インターネットをビジネスインフラとするための課題

●企業側の課題
●インターネットの信頼性・性能・セキュリティ

インターネットは，専用線・VAN（Value Added

Network）と異なり，情報が宛先に，「時間どおりにかつ

改変されずに届く保証」がない。また，ネットワークの

問題の責任と解決義務の所在が不明確であり，さらに取

引のプライバシーや機密保護に不安が残る。
●インターネットに対応した商取引の法整備

従来，インターネット上で電子的に行われた商取引で

は，取引者間の合意に関する法的裏付けがなく課題であっ

た。現在，電子署名法を核として，国内・国外ともに電

子的な合意に対する法整備が進みつつある。

●消費者側の課題
●安全な取引

インターネット上でのクレジット決済では，消費者は

送付先住所とクレジットカード番号を入力して小売り業

者に渡している方式がよく利用されているが，この方法

は盗難や誤用の恐れがある。このため消費者は，インター

ネットでの商取引にためらいがある。

図1にNTI（Network Transaction Management

Infrastructure）の全体の構成を示す。これまでの企業

は，核となる企業システム（受発注，在庫管理，顧客管

理，営業管理など）を基幹システムとして構築してきた。

これからの企業（e企業）は，企業システムと，顧客，取

引企業，金融機関，運輸・輸送業者，政府自治体などと

有機的に接続するためのNTIを利用して，インターネット

での商取引を実現するようになる2）。NTIは，顧客，従業

員，企業システム間をメッセージ交換により安全・確実

に通信できるようにし，企業システムの機能を企業のファ

イアウォールの外側に拡張するためのシステム基盤であ

る。具体的なトランザクショナルなメッセージには，発

注明細書や請求書，送金情報，決済情報などがある。

ネットワーク・トランザクション・
マネジメント・インフラストラクチャ

ネットワークトランザクションのニーズ
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NTIは，インターネット上で行われるビジネスの各プロ

セス（認証，承認，注文，配送，支払・決済）間の不整

合を減らし，最小のタイムラグで処理できるようにする

ことによって，ビジネススピードを加速する。ビジネス

スピードの加速により，企業の運転資金の効率化，サイ

クルタイムの短縮，在庫リスクの低減などの効果をもた

らす。

（1） NTIの構成要素

表1にNTIの各構成要素の概略を示す。

●トランザクション・デリバリ・ネットワーク

TDN（Transaction Delivery Network）は，コスト

削減および時間節約につながる多くの効用や機能を，企

業に提供するネットワークである。トランザクション・

メッセージング，Webトランザクションソフトウェア技

術によって，高いトランザクション性能，24時間365日

の可用性，強力なセキュリティ，低い所有コスト，多対

多の接続機能を提供する。これまで専用線やVAN上で処

理されてきたトランザクションを，インターネット上で

安全かつ信頼性を保証した取引を行うための機能を提供

する。

●コアプロセス

コアプロセスは，外部ネットワークとの接続に必須と

なる，認証，承認，決済の機能から構成される。インター

ネット上での商取引においては，相手が誰であるか，本

人であるかを確認する認証が重要である。それに加え，企

業は取引相手に相手に付与している権限に基づき，取引

相手の参照・実行・更新等の機能を制限する承認が必要

となる。

●業務サービス

ブロードバンド時代のビジネス

に必要な，外部サービスと連携し

た業務アプリケーションを提供す

る。例えば，物流管理，注文管

理・契約管理，課金，請求／消し

込み等がある。また，貿易関連の

法律・保険・決済等の法令を守る

ために必要な文書の作成・申請コ

ストを削減する業務アプリケー

ションなどもある。
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図1 NTI（Network Transaction Management Infrastructure）

構成要素 ソリューション名 

セキュアメッセージング 

Webトランザクション 

認証 
承認 
決済 
物流管理 
注文管理 
契約管理 
課金 
請求／消し込み等 

トランザクション・ 
デリバリ・ネットワーク 

業務サービス 

コアプロセス 

内容 

セキュアかつ高信頼性を保証した，トランザ 
クショナルな取引を行うためのネットワーク 
を提供する。 
外部サービスと柔軟に，かつ有機連鎖的に 
結合するためには，メッセージングが重要。 

ブロードバンド時代のｅビジネスに必要な， 
外部サービスと連携した業務アプリケーショ 
ンを提供する。 

外部ネットワークとの接続に必須となる，認 
証，承認，決済の機能を提供する。 

表1 NTIの構成要素
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＊1）WebLogic Integrationは日本BEAシステムズ株式会社，米国BEA Systems, Inc.の商標。

NTIはインターネット上のネットワークトランザクショ

ン処理の基本的な考え方を整理したフレームワークであ

る。企業は，さまざまなシステムベンダやサービスプロ

バイダから構築しようとするシステム要件に最適なNTIソ

リューションを組み合わせて利用する。

当社の提供する具体的なソリューションとして，コア

プロセスの認証，承認，決済のソリューションとトラン

ザクション・デリバリ・ネットワーク向けのWebトラン

ザクション処理ソフトウェアについて述べ，最後に業務

サービスの例として電子書面交付ソリューションを紹介

する。

（1）認証・承認

海外の支店を持つ企業，代理店を持つ損害保険会社な

ど，企業情報の漏洩や不正なアクセスを防止ために社員

の電子証明書による認証を利用する企業が増えている。認

証だけでなく，従業員の職種や代理店企業ごとに，企業

情報への参照や更新を制限している事例もある。

当社は，企業が従業員や管理職，代理店向けに電子証

明書を発行するサービスを提供している。この電子証明

書により，相手から送信された文書が本人によって送信

されたことを確認する本人確認と，送信された文書が改

ざんされていないことを確認できる電子署名を文書に付

加することができるようになり，安全な取引が可能となっ

ている。また，複数ドメインのサイトを持つ企業に対し

て，1回の認証でログインできるシングル・サイン・オン

の機能や，統一的なユーザ管理，アクセス権の統一的な

管理・設定機能を持つ，認証・アクセス制御を行うソフ

トウェアも提供している。さらに，

企業情報ポータルソフトウェアと

組み合わせたソリューションの提

供も予定している。これにより，企

業はその従業員について電子証明

書を用いた確実性の高い本人確認

と企業内の各種情報を参照・更新

する権限の所属・職位ごと設定に

よって，企業情報の漏洩や不正ア

クセスという危険を排除した安全

な企業情報ポータルを簡易に構築

できるようになる。

（2）ネット決済

ネットワークを利用した電子商

取引は，オンラインでの旅客交通チケットの購入や，証

券会社における銀行口座から証券口座への即時の資金移

動など，既にビジネスの拡大フェーズに入っている。当

社が中心となり設立した，株式会社ペイメントファース

トは，消費者に対する「ウォレットサービス」と，商品

を販売する企業を対象とする「POSサービス」を提供し

ている。利用者の情報を管理するサーバウォレットは，犯

罪を防止する高いセキュリティ環境で運用されており，安

全かつ利便性の高い決済サービスとなっている3）。

（3）Webトランザクションソフトウェア

WebLogic Integration＊1）（図2）は，エンタープライ

ズJavaの標準技術をベースとした，企業間取引と異種シ

ステム連携を実現するEAI（Enterprise Application

Integration）と統合した次世代のビジネスプラットフォー

ムで，企業に対してアプリケーションサーバ，アプリケー

ション統合，ビジネスプロセス管理，およびB2B統合の

各機能を提供する。

これまで，企業向けのアプリケーションパッケージ（受

発注，顧客情報管理，サプライチェーンマネジメント）や

既存の基幹ホストコンピュータなどの企業情報システム

は，個別に構築・運用されてきた。WebLog i c

Integrationは，これらのアプリケーションを有機的に結

合し，ワークフローで統合運用することによってビジネ

スのスピードアップを実現している。図2にWebLogic

Integrationの構成を示す。

●B2B統合（B2B Integration）

企業間取引の交換データ形式としてXML（eXtensible

Markup Language）を使用するのが主流である。XML

当社の提供するソリューション例
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図2 Web Logic Integrationの構成
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を応用することにより，データに

統一的な構造を与えながら，サイ

トごとに異なるフォーマットの

データをやり取りできるようにな

る。B2B統合部は，標準化が進む

企業間取引プロトコルをサポート

するとともに，企業間取引でのト

ランザクション管理も考慮した

B2B統合を実現している。

●ビジネスプロセス管理

ビジネスプロセス管理は，GUI

（グラフィカル・ユーザ・インタ

フェース）によって，各サーバや

基幹メインフレーム上に分散され

たデータ連携の流れや，次処理を

どのサーバにどのようなデータに

変換して制御を移すかといった処理の流れを設定する。

●アプリケーション統合

アプリケーション統合は，Integration Framework（ビ

ジネスユーザも利用可能な，統合化ソリューションを実

現するための簡単でシームレスな統合化設計環境） と

Adapter開発キットによりアプリケーション・アダプタ

を迅速に開発できる二つのコンポーネントの提供によっ

て高度な技術やベンダ独自の技術に依存しない，利用価

値の高いアプリケーション統合環境を提供する。

（4）電子書面交付システム

2001年4月より「IT書面一括法」が施行され，インター

ネット等を利用した電子ファイルによる各種書面の交付

が可能となった。規制緩和された業界では，顧客へのサー

ビス向上と，書面作成ならびに郵送に係る人件費や印刷

費，紙代，郵送費等の経費削減を目的に，各種書面の交

付手段を従来の郵送から電子交付に切り換える動きが活

発になってきている。特に，証券業界では，目論見書や

取引報告書，取引残高報告書等の各種書面の電子化が検

討されている。

従来，目論見書の取り寄せに時間がかかるため，投資

信託の購入には2，3日を要していたが，電子的な交付に

より取り寄せ時間が不要となり，ネット決済との組み合

わせで，資金移動から購入までが即時に行えるようにな

る。これにより，投資信託をネットで即時に購入でき，証

券会社は販売機会の拡大が可能となるとともに，郵送費

等のコストダウンが実現する。

図3に電子書面交付システムの構成を示す。本システム

は，電子署名や暗号化，電子透かしといった最新の認証・

改ざん検知機能を付加することにより，重要な個人情報

を扱う取引報告書や取引残高報告書等の高い安全性が要

求される書面でも安心して利用できる電子交付を可能と

している。

今後，企業にとって，NTIはインターネット商取引を行

う上で重要かつ必須となるインフラである。当社は，この

インフラをベースに顧客企業に対して，インターネットを

利用した業務のスピードアップを行うためのITコンサル

テーションとシステム構築サービスを提供していく。

◆◆
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